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はじめに

中華人民共和国建国直後のいわゆる ｢国民経済復興期｣(1949-1952年)の重

要課題の一つとして,農村の土地改革運動 (以下,｢1950年期土地改革｣と呼

ぶ)が全国的な規模で実施された｡封建的な土地制度とそれに付随する政治権

力の変革をめざした各地での運動は,少数民族地区の一部を除いて1953年の春

には一応の完結をみることになる｡この間,中央政府による政策の農村社会末

端への浸透ぶりは,すべての地区において徹底したものであったとはいえない
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までも,政策の対象とした地区の広大さと建国初期の政権基盤の未熟さ,各地

の社会構造の多様さまでをも考慮に入れるなら,実に目を見張るべきものであっ

たといえる(1)｡小稿は,そのような1950年期土地改革運動の浸透過程において,

｢土地改革工作隊(2)｣と呼ばれる集団の果たした役割に着目し,その組織面で

の特徴および活動の実態について基礎的な考察を試みることを課題としている｡

｢工作隊｣とはそもそも,土地改革に限らず重要な中国の政治運動の発動に

際し,社会の末端部分で比較的短期間のうちに一定規模の動員が必要になるよ

うな場合に,都市や農村の基層組織や機関,職場に向けて臨時に編成 ･派遣さ

れた小集団を指す(3)0 1950年期土地改革においては,未だ強固とはいえない農

村の基層政権に代わって農民を指導し(4),かなりの短期間のうちに土地分配を

行う事を目的として,一月程度の訓練を受けただけの人員が対象地区内の一つ

一つの村落に投入され,工作を終えた後はそれぞれが元の持ち場に復帰して行っ

た｡ところが土地改革運動における工作隊は,まさにこのような臨時性と組織

面でのインフォーマルな性格のためか,その土地改革運動の基層工作全体につ

いての役割と位置は唆味なかたちでしか評価されてこなかった｡例えば,天野

元之助による古典的な中国土地改革論では,｢工作隊｣についての一定の言及

はなされているものの,運動全体の展開に対しこの集団が与えた積極的ないし

消極的な影響などの点についてはあまり問題とされていない(5)｡また建国後か

ら集団化に至る共産党の農村変革戦略を扱ったV.Shueの研究は,土地改革の

成功における工作隊の作用を正当に位置づけているが,そこではもっぱら運動

に対するプラスの作用のみが論じられるきらいがあるく6)｡いまここで改めて土

地改革工作隊をとりあげ,これについて最低限度の基本的な素描を試みるよう

とすることの意図は,土地改革運動を構成する有機的な一部分としての,当集

団のプラス･マイナス両面の作用を全体の構図の中に位置づけてみることにあ

る｡

小稿の基本的な分析視角をはじめに示しておきたい｡それは,工作隊を各級

政府と農村社会の ｢媒介集団｣として位置付ける視点である｡土地改革運動の

中にあって,彼らは上級機関 (直接的には県の土地改革委員会)からの指令を

受けて政策の執行にあたらなければならず,また政策や法令の執行に対する農

村社会の側からの反応を最も直接的な形で受け取るような位置にあった｡地方

社会への支配がまだ確立していなかった1950年代初期において,外部から派遣
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された集団が正統性をもって上級からの政策を浸透させることの困難は,中国

において歴史的に蓄積されてきたと思われる国家と農村社会の帝離状況(7)も考

え合わせれば尚,想像に余りあるものである｡工作隊が実際にどのような困難

に突き当たり,どのようにそれを克服しようとしたのか,またその限界はどの

ような点にあったのかが,そこで問題となってくる｡工作隊が ｢媒介集団｣と

しての機能をどれだけ果たすことができたかの評価は,とりもなおさず土地改

革政策の社会的浸透度の評価全体にかかわってくると思われるのである｡ 以

上の点を踏まえながら,第一節において土地改革運動展開の標準的なプロセス

について概観した後,第二節で工作隊の組織過程について,第三節でその工作

の実態と機能およびその過程で露呈することになった問題点について,順次検

討を加えていく｡なおここでの考察は,地区内の大部分が1950年期に土地分配

をt>ているという代表性(8),また使用する資料の制約を考慮したうえで,主と

して中南区 (河南,湖北,湖南,江西,広東,広西の六省)における工作隊の

状況を念頭に置きながら進められることを断っておきたい｡

1.1950年期土地改革の基本プロセス

中国全土の解放を遂げた時点の中国共産党は,農村工作の経験においてすで

に二十数年の技術的･人的蓄積をもっていた(9)a1950年期土地改革運動の実際

の展開過程を決定付けた農村住民の動員プロセスは,この長年にわたる中国共

産党の農村での経験が,異なる状況にも応用可能な一つの技術体系として総括

され,内戦の終結と一応の全国的な政権掌握を促進要因として,統一的に実践

に移されたものと考えられる｡したがって地区により運動の進展具合,個別的

な問題への対応上の差異はあったにせよ,基本的な工作の手続きは各地で一致

､していたと思われる｡1950年12月の都子恢 (中共中央中南局第三書記 ･中南軍

政委員会副主席)の報告によれば,それはおよそ以下のような四段階を経て完

成するとされた｡

第一段階は準備工作の段階である｡その内容は①破壊 ･分散 ･抵抗活動への

反対,ボス ("意覇'')･反動地主の鎮圧,②県 ･区級での指導幹部と現地幹部

の養成 (この中に農民協会の組織も含まれよう),③清算闘争,退粗 ･退押

(減粗 ･滅息も含まれよう)などである｡これはかつて ｢1948年の土地改革活

動と整党活動｣において毛沢東が,ある範囲での土地改革実施のためにどれか
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一つでも欠けてはならないとして挙げた三つの条件,すなわち①一切の敵の武

装勢力の消滅,②土地改革を指導するのに十分な質 ･量の幹部の養成,③農村

における基本的大衆の土地分配要求の成熟(10)のそれぞれの条件を準備する段階

としても理解される｡

第二段階は階級区分の段階であるo階級区分は,(丑宣伝を通して階級区分の

基準などを皆に理解させる (中国語では "講階級"｡以下同様),②討論によ

り階級所属を評議する ("評階級''),③階級所属の決定 ("通過階級"),④

結果を上級に報告して批准を受ける ("批准階級")の四つのプロセスを経て

進められる｡

第三段階は土地 ･財産の没収 ･分配の段階である｡このときに注意すべきこ

とは,(9一般の中小地主および法を遵守する地主にたいしては,自分用の土地

を留保した後,それ以外の所有地を没収する方法を採り,ボス("悪覇")地主

および不法大地主にたいしてはまず全ての所有地を没収したのち,再び分配で

土地を与える方法を採ること,②没収財産の分配は,多く欠乏しているものに

は多く補い,少ししか欠乏していないものは少しだけ補い,欠乏していないも

のには分配しないこと,③土地面積の調査は一々測量するのでなく,自己報告

と討論により行うこと,④土地分配は村を単位とし,郷を調整単位として(ll),今

までの耕作者にその土地を割り当てる原則,土地の多いものを削って少ないも

のを補い,肥えた土地を削って痩せた土地を補う原則により行うこと等である｡

第四段階は土地証を発行して地権を確定する段階である(12)Cまた,上記の過

程を通じて旧勢力の影響力の除去が不十分であり,土地改革の成果が十分にあ

がっていないとされた地区においては,再検査 ("覆査 ")工作が行われ,階

級区分のやり直しなどの再調整がなされた(13)｡

次に,上記の第一段階から第二段階に至る過程を中心としながら工作隊幹部

に関する考察を行っていきたい｡工作隊組織の編成から農民との接触,動員に

至るこの過程は,工作隊の性格をめぐる問題点を最も集約的に表現するものだ

と考えるからである｡

2.工作隊幹部のリクルー トと訓練

(1)媒介集団としての役割

政策の宣伝と運動への世論の形成を中心課題とする土地改革の第一段階の中



中国土地改革工作隊の基礎的考察 95

で,まず解決されねばならなかったのは,対象となった広大な地区の農村社会

にたいし,いかにして出来る限り正確かつ均質なかたちで政策を浸透させるの

かという問題であった｡ したがって,政府の土地改革の基本政策,階級路線,

階級区分の基準などの情報は,具体的にどのような経路をたどって農村住民の

もとに届いたのかを,まずここで確認しなければならない｡その中で政府と農

村社会の媒介役としての工作隊の位置づけもおのずと明らかになろう｡

広く政策を浸透させるための手段として,1950年当時の中国の農村にはラジ

オ,有線放送などの浸透的作用をもつ放送メディアによる情報網は,まだほと

んど及んでいなかった(14)｡また当時の新聞,雑誌などの活字メディアに関して

は,解放直後に多くの地方党機関紙が創刊され,建国初期の諸政策の宣伝活動

に貢献することを期待された｡また地方新聞が多く農民版を発行し,その内容

は ｢あまり字を識らないものにも読め,全く字を識らないものは聞いて理解で

きる(15)｣ようなものにすることを目標に掲げながら ｢通俗化｣が進められたの

ち,1950年代初期のことであった(16)｡しかしながら農村の末端への新聞の配送

ルートが整備されておらず,何よりも農民の間での読者層が非常に限られてい

るなかでは,それを土地改革の宣伝活動の主要な媒体として用いることはでき

なかった｡したがって宣伝の媒体として実際に用いられたものは二つである｡

第一に,通俗的な土地改革の読物を配布する,村の街路に黒板報を設ける,

民間形式での演劇を上演する,土地改革の政策や理論を歌にするなどの方法が

ある(17)｡また小説など文芸の形式を通じて土地改革の宣伝に役立てようとする

動きもあった(18)｡第二に,いうまでもなく工作隊幹部自身を宣伝のメディアと

して農民に働きかけさせる方法がある｡これは情報の発信者と受け手の間の直

接的 ･対面的なコミュニケーションを前提とした情報の伝達法であり,農村社

会には最も適した形であった｡またマス･メディア,特に新聞など活字メディ

アからの情報摂取が,受け手の側の内的な動機付けを一定程度必要とするのに

たいし,工作隊幹部の直接的な説得による情報伝達は受け手の側をコミュニケI

ションの過程に巻き込んでいく浸透力において優れている｡工作隊幹部の作風

の大前提としての ｢大衆路線｣とは,ある側面では,上からの均質な情報を浸

透させるためのネットワークを欠いている農村社会において,幹部を全人格的

な宣伝媒体として有効に機能させるための必要条件であったと見ることもでき

るのである｡土地改革における外からの幹部の派遣とは,農村社会の限定され
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た諸条件を補完しっつ最大限に政策を浸透させる必要性という文脈からひとま

ず理解される｡

(2)工作隊幹部の召集ルート

それならば次の問題は,広大な新解放区の土地改革において上述のような役

割を担うべき幹部の数量をいかにして確保するかというものであったはずであ

る｡

工作隊に必要な人材を組織する仕事を直接担った機関は,県以上のレベルの

各級人民政府内に設置された土地改革委員会であったoこれは一時的な内部組

織ではあったが,一般の土地改革幹部の訓練や民主党派など各界からの土地改

革要員の組織 ･指導のほか,土地改革に関する実務の執行について一定の独立

した権限をもっていた(19).中南軍政委員会土地改革委員会の発布による ｢土地

改革工作隊の訓練についての指示｣の中には,土地改革工作隊の人員調達を大

きくわけて二つの来源から行うことが示されている｡一つは,一般の県 ･区級

幹部に土地改革の重要政策,重点試験郷 (後述)での経験,土地改革のプロセ

スと進め方を学習させて工作隊幹部として用いること,もう一つは ｢郷村の農

民積極分子と革命的な知識人｣あるいは｢失業労働者中の優秀な者｣など非行

政部門からの人員の召集であった｡後者の｢農民積極分子｣のうちの一定数は,

工作隊での経験をへた後に正式な区級の幹部として採用されるものとされた(20).

以上の二つは基本的に土地改革が実施される県内での人員調達であるが,工

作隊幹部のその他の来源として大きなものは,第一には北方での工作経験をも

ついわゆる ｢南下幹部｣と,第二には大都市の知識人たちであった｡｢南下幹

部｣についていえば,華中･華南など事情の異なる地区においてではあれ,多

少なりとも農村工作の経験をもつ老幹部の存在は貴重であり,そのため多くの

場合彼らは工作隊の中で核心的な役割を果たすことになったと思われる(21)oま

た,大都市の知識人の参加者の中には,北方からの民主党派,民主人士も一定

数含まれており,それは教育的な意味から土地改革を ｢参観｣することを目的

としたものから,他の指導幹部と同様の身分のものまで,様々であった(2㌔ た

とえば1950年5-6月の間,人民政治協商会議全国委員会は北京 ･天津の文化,
工商,宗教各界の幹部824名を組織 し,西南区や河南省 ･安徽省北部へ派遣 し

て土地改革に参加 ･参観させたのをはじめ,同年9月には政法委員会の組織に
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より北京大学,清華大学,燕京大学,輔仁大学の法学院の教授,学生が二週間

の政治学習の後,中南区の土地改革に向けて出発,10月には北京 ･天津から各

界の871名が中両区,安徽省北部へ向かった(23)というような記事が見られる｡

以上のことから,工作隊の人員召集は大きく四つのルートを通して行われた

といえるのではないだろうか｡すなわち,①当地の県級 ･区級各機関の幹部,

②当地の中小都市の積極分子及び農村の積極分子,③北方からの老幹部,④大

都市の知識人 ･民主人士の四つである｡

(3)工作隊幹部の組成

次に工作隊幹部の出身階層とメンバーのそれまでの工作経験についてである

が,残念ながらこの点については明確な数字を示すデータはごく限られている｡

出身階層について,湖南省の状況を伝えるある報告によれば,1950年の12月ま

でに当省の土地改革に参加した2万3000人の幹部のうち,70-80%が地主 ･富

農家庭出身の知識人であり,農民は20-30%程度であったといわれる(24)｡県の

内外の出身を問わず,これらの知識人の大部分は非農村生活者であり,土地改

革の現場となる農村での一般的な階級関係,土地占有状況,これまでの工作状

況,農民の思想状況等について十分な予備知識をもたない人々であった(25)0

､また工作経験について見れば,編成された工作隊の90%以上は新幹部により

占められていた(26)｡湖南省の例では,新幹部のうち工作経験が最も長い者で一

年末満,短い者では十日ないし半月ほどであった｡老幹部は全体の7-8%に

過ぎなかった(27)Oそのため,20人程度の隊員で構成される一つの工作隊は,一

人ないし二人の老幹部を根幹として,その周りに十数名の新幹部を配置する形

が一般的であった｡ このような状況は実際の中南区での工作が進むなかで,

｢兵隊は多いがそれを指揮できる者がいない ("兵多将少'')｣という言葉で総

括されることになる(28)｡農村工作の経験のほとんどない者,あるいは都市に生

宿.の基盤をもつ知識人らが人員の中の多数を占めていたことは,1950年期土地

改革の工作隊幹部の性格を規定する一つの要因となっていたのである｡

また,上述のごとく,大学生や大学教授などの知識人層あるいは民主党派 ･

人士からの新幹部の顕著な特徴は,地主 ･富農 ･資本家家庭出身者をはじめ,

｢搾取階級｣とされた出身家庭をもつものが多くを占めていたことであった｡

このことは工作隊全体の性格について何らかの影響を及ぼさざるをえなかった
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だろう｡ここで参考までに,当時北京に置かれた華北大学の学生を例にその階

級的出身と政治的背景を見ておけば,地主 ･富農 ･資本家家庭出身者が半数以

上を占め,所属政党は無党派が75%,国民党が12.7%,民社党が1.7%,中国

共産党が0.6%,新民主主義青年団が9.7%,その他の民主党派の0.3%などであっ

た(?)Oこのように複雑な政治的背景をもつ知識人幹部にとっては,土地改革へ

の参加ということ自体が自らの家庭背景に対立する行為であり,それは単なる

国家事業への協力という次元を越えた,優れて思想的な意味を帯びた行為とな

らざるを得なかった｡この点について,時期と場所は多少異なるが,1949年の

北京郊外での土地改革に参加した哲学者の鳩友蘭は,参加の動機の一つを次の

ように述べている｡

私は地主の家庭に生まれました｡1918年に北京大学を卒業したときから

自ら働いて生活してきましたが,小さいころからの地主階級に対する感情

はまだ頭の中に潜んでいます｡共産党の指導する土地改革では,私は逃亡

地主 (農民からの糾弾を恐れて都市に逃れて来た地主一引用者)の経験ば

かり聞いてきました｡そのような話を聞くと,私の中に潜んでいるその感

情がどんどん膨らんでくるのを感じます｡‥…土地改革への参加は客観的

には地主との闘争ですが,主観的には自分の心の中に潜む感情との闘いで

あり,その意味で自分の進歩につながるものです(30)0

｢自分の心の中に潜む感情との闘い｣は,個人個人の内面的葛藤の問題である

と同時に,この時期の土地改革に工作隊員として参加した知識人たちの多くに

より共有された,一つの時代的な体験を表象するものであったとも思われる｡

(4)土地改革訓練班への参加

こうして各地 ･各階層から集められた新幹部らは,その後の一定期間を訓練

班での学習に費やすことになっていた｡ここで,河南省陳留専区での事例に沿っ

て土地改革訓練の概要を見ておきたい｡

陳留専区土地改革委員会は,第一期 (1950年10月1〔旧開始),第二期 (同11

月20日開始予定)に分けて土地改革訓練班を開いた｡第一期についていえば,

参加者は468名で大部分は新しくリクルートされた農民積極分子,貧 しい知識
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人(31),失業労働者が占めていた｡学習は五段階に分かれ,一つの段階を一週間

で学ぶので,五週間で一通りの課程が終了することになる｡その内容は次のよ

うであった｡

第-過 ;参加者の精神を安定させ,迷いを取り払い,学習への意欲を固めさ

せる｡啓発的な報告により階級的自覚を高める｡

第二週 ;.｢土地改革法｣(特に土地の没収,徴収,分配について)と指導精神

についての学習｡分かり易いように当地の状況に結び付けながら理解させる｡

第三週 ;｢河南省土地改革実施弁法｣の学習｡

:第四週 ;｢農村の階級成分の区分に関する決定｣の学習.参加者に階級区分

の目的とその基準 (地主,富農,中農,貧雇農の区分の仕方)を理解させ,各

成分への処遇の仕方を学ぶ｡

第五週 ;参加者に全専区の土地改革の計画を報告 し,一つの郷における土地

改革の全プロセスを説明する(32)0

以上のような課程の内容は①これまでの活動の簡単な総括,②土地改革の主

要な政策 ･法令の学習,③土地改革工作のやり方の習得の三つを主な目的とし

たものといえる｡このような技術的な修得に併せて,新幹部の養成においては

思想,作風の整頓一整風が行われた(33)｡参加者の一定の割合を占める,搾取階

級の家庭出身をもつ知識人新幹部の存在が考慮された結果と思われるが,土地

改革工作が単なる技術的な次元の問題を越えて,大きく知識人の思想改造問題

の文脈とも交わってきていること,.それに訓練の模準的な期間が三週間から一

カ月とされた(34)ように,ごく短期間である点などに留意 したい｡

(5)工作隊幹部の投入密度

で当初の予定によれば,華東 ･中南両区では1950年の冬季前までに18万人の新

幹部を訓練するとされた(35)｡中南区では約1億4000万の人口をもつ地区を,条

件の熟したところから6800万(1950年冬から51年春),1200万(1951年夏),5000

万 (1951年冬から52年春),1000万 (1952年冬から53年春)の人口地区に分割

して順次土地分配を行う(36)ことで,多数の地区の土地改革が同時進行すること

8Lこよる指導の希薄化状態をいくらかでも回避 しようとした｡ しかしながら,実

際の工作において末端の郷 レベルに投入 し得た幹部の人数は,対象となる農村

の広大さから見れば,やはりごく小さなものであったと思われるo新聞報道な



100 一橋研究 第20巻第1号

どの中から,このことの根拠になるような若干の数字を拾ってみたのが [表1]

である｡

ここから見れば,-郷あたりの工作隊の人数は数名から二十数名とかなり幅

があるが,ここで-郷あたりの平均的な人口規模を仮に3500-5000人程度(37)で

あったとし,平均値の20.9でこれを割り算 してみると,工作隊員一人あたり

167-239人程度の人口を対象に動員を行わねばならないことになる｡ これは,

中央政府が示した工作隊の人数の基準である ｢対象地区の人口の1000人につき

1人(38)｣という数字から見れば恵まれているといえようが,この数字が十分な

ものであるか否かは工作の性質に照らしてみるよりはかはなく,これを額面ど

おり受け取ることはできまい｡極めて勢力の大きい地主が存在する地区などで,

大規模な住民の動員が必要な場合,ここに見る程度の幹部の投入密度が十分で

あったとは患われないからである｡

(6)重点試験郷の補完作用

土地改革工作隊の訓練と編成が完了すると,それらはまずその地区の中の

｢重点試験郷(3g)｣と呼ばれる村に派遣された｡この重点試験郷で最初に行われ

全体の土地改革について試験的な意味をもつ土地改革は ｢重点試験土改(40)｣と

呼ばれ,その他の地区での土地改革とはひとまず区別されていた｡重点試験郷

に派遣される幹部は特別に選別された優秀なグループであり,そこでの経験は

成功したもの,失敗したものを含めてそれ以後に続いて行われる周辺の村での

土地改革のモデルとなる｡その際に県と郷の中間の行政単位である ｢区｣を重

点試験郷を選ぶ範囲とし,10-15程度の郷を含む ｢区｣の中に2-3個の重点試

験郷を設定するのが望ましいとされた(41)｡また重点試験郷の経験を孤立させず,

より全面的ならしめるために,その周囲に一つか二つの付属郷 ("附点郷")

を設置してもよいとされた(42)a

周辺地区の農民協会幹部や積極分子らにとって,政府の政策,特に階級区分

の基準や土地改革での各階級勢力への処置に関する方策を身近な現実にたいし

てどのように適用すれば良いのかは,非常に抽象的で分かりづらい問題であっ

たにちがいない｡その際に彼らは,モデルとなる重点試験郷の土地改革で実際

に問題が処理された様子を判断材料としながら,自分の村で同じような問題に

突き当たった場合にどのような処理がなされるのが最もふさわしいのかも 容
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易に想像することができたであろう(43)｡このような ｢重点試験土改｣の作用は,

以下の三つの項目にまとめることができる｡

①基本的経験の提供

重点試験郷での工作を終えた幹部たちは,隊の再編成をへて周辺の村の工作

に赴くoLたがってここでの経験は,当該地区の工作基盤の良しあしの判断と,

当地に共頑の社会的条件により発生し得る具体的問題を予測する意味でも重要

な意味をもった｡

②農民積極分子のリクルート

重点試験郷での土地改革で新しく兄いだされた農民積極分子 ･農民幹部を工

作隊に加え,周辺の村での工作に参加させることは,工作隊の農村基層工作に

とって非常に大きなメリットとなりうる｡すでに見たように,工作隊幹部の大

部分は農民にとっては外来者 (-よそ者)であり,しかも都市出身者が大きな

割合を占めていた｡したがって周辺村落出身者の工作隊への参加は,工作隊が

農民と共通の言語をもつうえで,また何よりも彼らが農民の信頼を得るうえで

の重要な補完作用をもった｡

③口コミを通じた周辺地域への宣伝波及効果

土地改革に向けての一般的な世論が充分に形成され,大衆が工作隊の呼びか

けに応じて立ち上がることができるか否かは,人々がそのような革命的な行動

の様式について抽象的にではなく,身近な経路を通した情報による知識をもっ

ているかどうかに大きくかかわる｡･重点試験郷での土地改革で誰が打倒されて

土地を取り上げられ,誰がどれだけの土地を得たかなどは,ゴシップの形で生

き生きとした描写を交えながら周辺の村の住民に伝えられることになる(刺)0

｢重点試験土改｣の実施は,それがこのような変革への気運と農民の土地改革

への要求の自然的形成の一助となることをも計算に入れたうえでのものだった

のである｡

｢重点試験土改｣の実施により経験,人材,情報を周辺の村に波及させる以

上のよう'なやり方は,｢点から面へ｣(･･由点向面")あるいは ｢点と面の結合｣

("点面結合")と呼ばれた｡このための重点試験郷の選択基準には様々な条

件が考慮されたはずであるが,そこに見られた一般的傾向は次のようなもので

あった｡

第-に,ある程度交通 ･通信網が整備されており区 ･県の土地改革委員会と
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緊密な連絡が取れる村であること｡そのために,特に土地改革運動が都市の中

心から指揮を受ける傾向のあった初期にあっては,交通 ･通信の未発達な辺邸

な村よりも,城鏡に近接した村が重点試験郷として選ばれる傾向があった㈲

特に地区の中の中心となる市場町である鏡を重点試験郷に定めた場合,そこに

居を構えている周辺の村に土地をもつ比較的大きな地主が対象となるため,そ

の周辺への波及効果は大きかったく46)｡また交通 ･通信システムの整備は重点試

験郷にとっての必要条件であったのみならず,各周辺村での土地改革工作全般

について,都市を経由して伝えられる中央の政策を,できるだけ小さな誤差に

止めながら実行するためには重要な鍵となるものであった｡そのような意味も

含めて,この時期には各地で失業労働者を組織 した電話網の整備(47)や,宣伝工

作のために郵便局が配達の距離を延ばし,スピードアップを図る(48)ことが行わ

れた｡したがって ｢重点試験土改｣の実行は,逆に考えれば,交通 ･通信ネtyr.

トワークの未整備である辺邸な農村にたいしても,重点試験郷を媒介としてで

きる限り均質さを損なうことなく中央の政策を浸透させようとしたことの反映

であったともいえよう｡

第二に,解放前に共産党の統治の経験をもつ村,特にその指導によって過去

に土地改革が行われたことのある場所が重点試験郷として選ばれる傾向があっ

た｡それは旧革命根拠地の経験をもつ村のほうが工作が行いやすく,成功が保

証されていると考えられたためであろう(49)0

第三に,封建勢力が堆厚で,階級関係が際立っており,大衆の条件も優れて

いる地区(50)を候補とする場合もあった｡これはモデルとしての有用性による基

準であるといえよう｡

以上より,重点試験郷の設置に見られる ｢点から面へ｣のプロセスは,質,

量ともに十分でない工作隊幹部の弱点を現地の人材をもって補完し,地域社会

の口コミ･ルートまでをも利用しながら政策の浸透を助けようとしたものとみ

ることができる｡

3.工作隊幹部による変革への機運の醸成

(1)工作隊と農民の重層的な帝離

対象地域の農村が経てきた歴史的経験により,あるいは外部から何らかの世

論形成の働きかけがなされることによって形成された大衆的動員のための一定
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の基盤を,中国語の表現に習ってここで ｢群衆基礎(51)｣と呼ぶことにしたい｡

重点試験郷での土地改革の成功の情報が周辺の村に伝わり,貧しい農民が土

地を自分達のものにすることが現実に可能であることが知識として彼らの頑に

植え付けられた段階で,彼らが工作隊の指導を受け入れ,地主への闘争に立ち

上がるための ｢群衆基礎｣の芽が出始めたことになる｡しかしこれがまだまだ

初歩的な段階であることは確かであろう｡地主の土地を桝している大半の農民

にとって,地主の土地を奪い取ることは,それまでの行動規範に従う限りでは

到底導き出すことのできない行動様式であったからである｡それは,1949年以

前に解放された地区の農民でさえ共通してもっていた規範上の特徴であった｡

例えば1946年に腰東解放区の土地改革に参加したある男性は,農民の ｢落伍思

想｣を,①土地は地主のもので,それを奪うことなどできない,②地主は土地

を耕させてくれ私達はそれで飢え死にせずに済んだ｡地主は恩人であり,闘争

することなどできない,③地主は威厳があり,知恵もあり,力ももっている｡

彼らから土地を奪うことなどできない,の三点にまとめている(52)｡農民の運命

論を端的に表現した "一命二道三風水"などの言葉は,当時の政策サイドの解

釈によれば,地主が農民を編すためにふりまいている慕言であるとされたが(53),

それが外ならぬ中国の農民自身によって伝統的に抱かれてきた思想であったこ

とは,これまで様々な論者によって指摘されてきたとおりである(54)｡個人のお

かれた経済的状況を決定的な条件として遅かれ早かれ生まれてくるとされる,

マルクス主義者のいう ｢階級意識｣･は,少なくとも新解放区の農村の大部分の

貧農 ･雇農にはその時点では芽生えていなかったことになる｡

工作隊の役割の一部分は,貧しい農民に働きかけることによりその ｢階級意

識｣-もし農民が闘争に立ち上がるときの個別的な意識の総体を仮にこのよう

に名付けることができるならば-を引き出し,それによって農民自らが地主に

向かって闘争するように仕向けることであった｡貧しい農民は当然革命的であ

り,明確な土地要求をもっていると信 じながら村に入った工作隊新幹部 らは,

土地を欲しながらも運命論に支配されているこのような農民の思想状況にたい

し,少なからぬ驚きを抱いたようである(55)｡そのような ｢落伍思想｣に加え,

貧農 ･雇農は生活が困難で食べていくのが精一杯であったために,彼らを公式

の階級路線どおり運動の中核として発動するよりも,中農に依拠したほうが早

く,うまく工作が進むという考えが幹部の中に生まれてきた(56)のも自然なこと
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であった｡宜 しい農民と工作隊新幹部の間にはそれほどの相当な思想的距離が

あったのであり,その背景には,先に検討 したごとく,①新幹部の相当部分に

かかわる出身階級の問題と,(参都市住民と農村住民の問に存在する文化的な落

差という二重の構造的要因が存在 していた｡都市出身の知識人幹部と農民の文

化的ギャップは,後者の抽象的理解力の欠如に起因する側面があるのは勿論で

あるが,同時にそれは村落生活と農業生産の現実に対する前者の無理解という

ことにも端的に現れていた｡具体的には,農業生産において糞尿が重要な肥料

となることを工作隊幹部が全 く知 らない場合や,当地で作付けされている麦の

実物を見たことがなく,ニラを植えていると思ってしまったりした例がある(Sの.

農民の立場からいえば,このように自分達の生活中の身近な現実を理解 してい

ない都市生活者の言動など信用するに値 しないと判断するのも仕方のないこと

であった｡

同様に用語法についての両者の落差は克服すべき重要な問題であった｡再び

北京郊区の例に頼れば,ある参加者は,知識分子が日常頻繁に使用する成語の

形の言い回し- ｢豊衣足食｣｢吃苦耐労｣｢随機応変｣｢袖手傍観｣｢帝国主義｣

｢侵略者｣など-を極力差し控え,ほかの分かりやすい言い回 しを使 うべきこ

とを主張している｡また現地の農民の習慣的な語法を覚えてつかえるようにな

ること-この地方の場合は ｢分かる｣という意味の標準語の ｢明白｣が ｢了然｣

になり ｢微笑(する)｣が ｢楽了｣となる一が両者の距離を縮めるうえで重要で

あるとしている(58)｡言語システムの近似 している北京地区内の工作においてさ

え,用語法において両者の間にこれだけの差異があったのだとすれば,当地方

出身者以外の幹部を動員 して行わざるを得なかった中南区の土地改革において

は,更に方言による音声上の障壁の問題がこれに加わるために,言語の問題は

より深刻なものとならざるをえなかった｡ほんの一例であるが,広西省霊川県

六合村流田屯のケースを見ておこう｡この村では,工作隊が入相 して最初に開

かれた婦女会において,工作隊幹部が皆男性だったことも影響 してか,皆は会

場で一言も発 しなかったという｡ しばらくして一人の婦人が真っ赤になりなが

ら,｢ウチらは標準語もわかりゃせんのに,一体どうしろいうんかいね｣と言った(59)0

(2)溝を埋めるための実践

すでに見たように,土地改革工作を順調に進めるためには,是非とも上述の
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両者の距離というものを縮めてやらねばならなかった｡幹部が大衆を ｢動員｣

あるいは ｢発動｣するということの内実は,両者のギャップを極小化し,究極

的には両者の基本的利益を一致させることにはかならないからである(60)Oその

際に貧農 ･雇農の政治的自覚 ･抽象能力を直ちに工作隊幹部の水準にまで引き

上げることができない以上,工作隊幹部の方がいったん貧農 ･雇農の目の高さ

まで降りていくという作業が必要となった｡前出の北京郊外の土地改革に参加

した元工作隊幹部は,落花生の苗を草取りの際に誤って抜いてしまった農民の

心理に出来る限り共感しようとし,地主一佃戸の生産関係もそのような農民の

立場に立って見なければならないと述べている(61)｡また広東省の農村での工作

に参加した際に,肥えた牛を見て ｢うまそうだ｣とつぶやいた新幹部は,｢牛

を見れば,牛肉として食べることを考える隊鼻がいるが,農民にとっては牛は

生産用具なのだ｡農民の考え方になじむように｣と隊長の老幹部に諭された(62)｡

ともあれ,貧しい農民の観点を体得し,それにより彼らの信頼を勝ち取り,

さらに心を開かせる方法として工作隊幹部に実践が求められたのが,貧しい農

民を訪ねて苦しみについて聞く "訪貧間苦"と,農民の家に幹部が一人ずつ住

み込んで,共に食べ,共に寝,共に労働する "三同''(同吃,同住,同労働)

であった｡そして目星を付けたその農民を思想的に啓発し,運動の中核とすべ

く･しっかりと味方にすることを,工作隊幹部らの用語で ｢根を下ろす｣("礼

梶")と呼んだ｡

｢訪貧問苦｣の過程では貧農 ･雇農の家をたずねて周り,生活の苦労などを

たずね,彼らと顔見知りになると共に広く宣伝を行う｡同時に ｢三同｣を通し

て ｢札根｣を行うのにふさわしい対象,すなわち土地改革運動で主役となるべ

き貧しい農民の中で,さらにその核心となるべき人材を探すのである｡そのよ

うな対象の条件として,①貧困であり,②労働を行っており,③変革に積極的

であり,④品行が正しい人間でなければならず(63),総合的に評価すれば突出

した人間であるよりも,大衆の感情を代表できるような人物である必要があっ

た(84)O重要なのはたとえ雇農と同じくらい貧困であっても労働することを好ま

ない,ごろつきのような人間を選ばないことである｡またその際に,積極的で

あり品行方正な人物であるという,土地改革で採用された公式の階級分析(65)中

の基準とはひとまず別次元の階級的な好ましさ,つまり対象のパーソナリティ

の側面が重要な決定要素となっていることにも注意したい｡
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(3)｢浸透一同化一観察｣工作隊幹部の三つの役割

｢三同｣の過程において貧しい農民との生活を共にする中で,工作隊幹部は

同時に三つの役割を果すことを要求されたと考えられる｡

①浸透 ("penetration")

第-の役割は,農民と生活を共にしつつ心から彼らの苦しみに耳を傾け,自

ら同情者あるいは親しい知人となることで彼らの中に浸透することである｡こ

のときの両者の関係は,土地改革を行うためにやって来た工作隊幹部と宜しい

農民という部分的な役割関係を越えて,同じ人間としての全人格的な結合関係

にあることが望まれるO工作隊幹部が家に住み込もうとする時,一部の農民は

｢家は汚いし,食べ物は粗末で,あんたらには我慢できまいよ｣などと言う｡

食事にはわざと白米と粥を両方出し,幹部が白米ばかり食べようものなら,

｢うちに泊まっとる人は白米ばかり食べて粥を食べよらん｡やっぱりうちみた

いな貧乏ぐらしは耐えられんかね｣と考え,心を開いてもらうことはできな

い(66)｡農民の信頼を得るために,見せかけのみでなく心から同じ生活を受け入

れることがいかに決定的な意味をもったのかが理解される｡

②同化 ("identification")

しかしながら,農民との親しい関係を作り出すことは工作隊幹部が農民の彼

らの思想的な動員を行うためのための手段であり,それ自体が最終日的なので

はなかった｡したがって ｢三同｣から ｢札根｣の過程での工作隊幹部の第二の

役割は,あくまでマルクス主義者の立場から農民をより高次の階級的利害の脈

絡の中に同化させ,さらに農民の個人的な苦しみを普遍的な農村の生産関係に

おける搾取一被搾取の関係の中の解釈に導くような,いわば ｢啓蒙者｣として

のものである｡やや抽象的な説明が許されるならば,｢浸透｣が農民の目の高

さまで自ら降りていこうとするものであるのにたいし,｢同化｣ とは農民の視

点を全体的な階級利益の高みにまで引き上げてやろうとするものであるといえ

る｡この点に関して,秋山良照氏は雇農の丘子勤との間のやり取りを次のよう

に描写している｡

丘子勤の家に住み込んだ私と羅は,ある日 ｢あんたはいままで搾取され

たことがあるかね｣と尋ねた｡｢ないさ｡私は人を搾取 したけどさ｡私は

作男だから,毎年,地主,富農の米を200キロは搾取するかな｣(67)
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｢間苦｣といって彼から過去の苦労話を聞き出す｡私たちは,その体験を

中国全体の歴史と将来に結びっけ,逆に話して返す｡彼は長年搾取されて

きたが,｢搾取｣されていたことを納得させるには永い話し合いが必要だっ

た ㈱)0

第-の役割を演じることは工作を行う側にとって最終的な目的ではないが,

第二の役割がより良く果たされるためには第一の役割において農民にどれだけ

受け入れられているかが大きく影響するであろう｡

さて,｢札根｣に引き続いて,そこで ｢根を張った｣農民を中核として,周

囲の同じような境遇にある貧農や雇農を対象に何段階にも分けて ｢同化｣を行

う工作方法が採られた｡工作隊幹部が直接住み込んで一･緒に生活し ｢札根｣す

ることのできる世帯の数は,実際はごく限られているからである｡仮に-郷

(行政村)の世帯数を800世帯,そのうち重農 ･雇農の世帯を600世帯,工作隊

員の人数を15人で彼らが別々の15世帯に ｢乱根｣するとしても(69),それは貧農 ･

雇農全体の2.5%程度でしかない｡したがって ｢札根｣に成功 した後は,中核

になるそれらの農民の周りに ｢根を張り広げる｣("串連")かたちで新 しい

農民(70)を思想的に動員するのが良いとされたO｢串連｣された農民および最初

に ｢札根｣された農民は,また同じ方法で別の農民を ｢串連｣し,仲間を増や

していく｡このほか ｢串連｣にはもう一つのやり方がある｡それは,まず ｢札

根｣した何人かの農民の中から ｢主根｣を選び出し,｢札根｣ した残りのメン

バーの中から ｢主根｣の推薦を通して ｢副根｣を選ぶ｡しかる後にその ｢副根｣

により,その他の農民大衆の ｢串連｣を行わせる方法である｡この方法を取っ

た場合には,その ｢主根｣と ｢副根｣を将来の指導者として養成する意味が含

まれている(71)｡前出の秋山｣氏の参加した土地改革では,第-の方法で貧農 ･雇

農全体の85%を ｢串連｣することに成功 したという(72)0

以上のように ｢串連｣を通して農民を啓発し,地主に対する闘争が必要であ

るという空気が作られてくる各段階で,簡単な打ち合わせ ("石並頭会")や

｢階級的な自覚を高める｣ための ｢苦しみを訴える会｣("訴苦会")といった

各種の集会が開かれるようになる｡このような集会において農民に ｢苦しみを

訴えさせる｣ことは,しかしながらそれほど容易なことではなかった｡湖南省

湘滞県の龍安郷などで,工作隊幹部による ｢問答式｣あるいは ｢強制式｣の訴
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苦が行われたことにもその困難さは現れている｡

ある幹部は貧農 ･雇農を集めて集会を開き,｢あなた達はみんな貧農 ･

雇農だ,何か困ったことがあったらこの場で提出して欲 しい｣と言った｡

皆はこの突然の話を聞き,何と答えていいか分からずに黙っていた｡その

幹部はイラついて,｢あなた達はみな貧農 ･雇農だ｡地主の圧迫を一番受

けている人達だ｡この場でその苦しみを話して欲しい｣と言ったが,皆は

やはり黙っていた｡幹部はますますイライラして,強制式の方法に出た｡

｢何も言わないということは,あなた達は地主の搾取を受けてこなかった

とでもいうのか?そんな貧農 ･雇農があるものか?｣皆は自分が貧農 ･雇

農であることは分かっており,地主の搾取を受けてきたことも知っていた

が,ただ何を言ったらよいのか分から̀ずに依然沈黙を守っていた｡しびれ

を切らした幹部はついに ｢問答式｣の方法に出,一つ一つ質問を発していっ

た｡｢家の田は何畝か?｣｢小作地は何畝か?｣｢小作料をいくら払ってい

る?｣｢苦しいか?｣貧農 ･雇農は一つ一つ答えていったが,最後の問い

には何と答えてよいか分からなかった｡彼らは口々に ｢解散にしましょう占

わしらは別に苦しくはないです｣と言いだした(73)O

工作隊幹部が農民の家を訪れて彼らとの一対一の関係の中で行う ｢訴苦｣に

くらべ,このような集会などの公の場における発言は,農民の最も恐れる ｢メ

ンツを失う｣ことにつながりうる意味において次元を異にする行為であり,相

当な困難を伴うものであったにちがいない｡工作隊幹部が農民のそのような葛

藤の心理を取り払い,公の場での ｢訴苦｣を成功させるためには,より良く.

｢三岡｣を行うことで農民との間に信頼関係を作り,心おきなく話せることが

重要であるとされたく74)｡また,初めから大きな大会を開くのではなく,各種の

小グループに別れた討論,座談会,個別談話などと大きな大会を組み合わせな

がら徐々に農民を慣らしていく方法が採られた(75)0

以上の点において我々が注意すべきなのは,大衆の動員において長年にわた

る経験の蓄積に支えられた中国共産党の工作方法も,やはり最終的な決め手に

おいては各地に派遣されそれを実行に移す工作隊幹部の個人的な力量に委ねら

れていたということである｡上記のものとは逆に,優れた資質をもっ幹部が雇
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農の悲惨な体験を交えた力強いスピーチをすることにより,堰を切ったように

｢訴苦｣が行われた例などにみられるように(76),｢訴苦大会｣の成功した事例も

また数多いが,ともあれ説得工作のような性質の仕事を成功させるためには,

極めて状況的に変化するその場の雰囲気をうまくつかみとり,否応なく参加者

の気持ちを高めていくような,一種の ｢演出家｣としての力量が必要とされて

いたという_ことである｡

③観察 ("observation")

第三に,工作隊幹部は ｢札根｣した農民の目やlコを通して,その村の内部か

ら見た各階級 ･階層についての基本的情報を収集し工作に役立てる,観察者と

しての役割をもたされていた(77)Oここで重要なのは,村の中の誰を闘争対象に

すれば最も良く大衆を発動できるのか,村の中で本当に憎まれているのは誰か

杏,｢札根｣した農民の目を通して探り当てることであったと思われる(78)｡ こ

こで工作隊幹部に求められているのは,必ずしも杓子定規な階級分析のみに縛

られることなく,まず村落の具体的個人一人一人に与えられている社会的評価

を実践の中でつかみ取ることであったといえる｡土地改革工作の第一段階で打

倒されるべきとされた,いわゆる ｢ボス (悪覇)地主｣は,単にその経済的な

実力のみならず,当該地区の農民らの相対的な社会的評価を根拠として初めて

｢ボス｣と認定されるような側面をもっていたく79)Oまた ｢不法地主｣の抵抗活

軌 特に土地 ･食糧 ･財物を隠したり,分家を偽造するなどの行為は,村の外

部から来た者にはにわかには見抜くことがでない,いわば内部情報であり,農

民の自発的な協力なしにはそれを防ぐことができない場合が多かったであろう｡

この種の問題のそもそもの根源は,一般的な農村ではほとんどの情報が文書化

されていなかった点にある｡このために,各地の重点試験郷の経験から中央政

策研究室が総括した方法の一つは,古い田鹿筋を頼りにしつつ "-畝の土地を

漏らせば農民の土地も-畝減る"などのスローガンで,大衆自身により脱税地

("黒田")の調査,登記,評議を行うというものであった｡ この方法により

析江省江呉県および平潮県では農地面積が二倍になったという(80)0

以上の ｢観察者｣としての役割を果すためには,第一,第二の役割において,

十分な成果を上げていなければ到底不可能であることも明らかであろう｡例え

ばある村では,農民,特に貧農 ･雇農を思想的に発動しないまま ｢打倒対象｣

を捜し出そうとし,大衆を集めてちょうちんを灯し,歌を歌ってデモ行進をや
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らせたが,｢面白かった｣で終わってしまった｡指導幹部は ｢ここには打倒す

べき対象はいない｣と結論付けて,そのまま階級区分の段階に進めてしまった

と報告される(81)0

以上に整理したような工作隊の大衆動員戦略は,現実の土地改革工作の過程

であるというよりも,当時において理想とされた一つのモデルであったかもし

れない｡大衆の立ち上がりを見ないまま形式に流れる "和平土改''の偏向への

警告が 『長江日報』『江西日報』『南方日報』など中両区の共産党機関紙上で繰

り返し行われた事実は,朝鮮戦争勃発に伴う土地改革路線の急進化の影響もさ

ることながら,農村基層工作における ｢三同｣から ｢札根｣への過程の実践に

おける難しさを示していたとはいえないだろうか｡そもそも,すべての地区が

党の指導どおりに ｢三同｣を実践したとは思えないふしさえあるのである(82).-

(4)知識人幹部の ｢問題点｣

工作隊員の70-80%が ｢知識人｣として括られるカテゴリーに属する人々で

あったことは既に述べた｡いわゆる ｢搾取階級｣家庭出身者の多いこのグルー

プは,また県内の中小都市出身者と北方を含む県外の大都市出身者の二つのグ

ループに分類が可能であろう｡隊の編成時に一通りの思想的訓練が与えられた

にもかかわらず,これらの知識人幹部が実際の工作の中で ｢心の中に潜む感情

との闘い｣に勝利することは必ずしも容易ではなかったようであるOそれはど

のような点に現れていただろうか｡

湖南省長沙県,常徳県,茶陵県などにみられた知識人新幹部の抱える問題事

例の頬型の一つは,特に地主である自らの家庭や親戚 ･友人に矛先が向けられ

た場合,自らの立場が喫味になるケースであった｡彼らは地主を庇い,｢他の

地主は全部良くないが,うちの地主だけはいい地主だ｣と言うものもあれば , ㌔

父親が大衆闘争にかけられる夢を見て ｢うちの父さんは悪い人じゃない｡闘争

しないで｣と叫んだ女性幹部もいた｡またある者は ｢うちは本当は地主ではな

い｡生活程度も中農と同じくらいで,『訴苦』をしろというのなら, 日本軍に

占領された年は家がめちゃめちゃにされるということもあった｡加えて私の父

親は 『労働』をしている｡私が学校へ行っていた時,荷物を運んでくれた｣な

どと言った(83).こうした例とは逆に,湖北省礼山県の地主 ･富農出身の知識人

新幹部のなかには,地主である自分の家庭に手紙を送り,｢我が家の田と財産
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は,みな農民を搾取することによって得たものです｡お父さんとお母さんは土

地改革では政府の法令を守って押金 (地主が農民に土地を貸し出す際に地主が

受け取る保証金一引用者)を農民に返遺し,隠している土地も農会に差し出し

て処理してもらって下さい｣などと説得するケースも多く見られた(84)0

上記の両者の差異が生まれる一つの要因として,一方がより真剣に思想改造

を行うことにより,また土地改革の政策を学ぶことで農民の側に立たねばなら

ないと悟った可能性が挙げられようし(85),またより重要な要因として,それは

地主である自分の家庭 ･親戚 ･知人の居住する地区での工作を自らが担当して

いるかどうかが大きくかかわってこよう｡この点においては,地元出身の知識

人幹部は外来の知識人幹部に比べより困難な立場にあったといえる｡一般的な

階級敵としての地主に反対することは理想主義の力により可能であっても,自

ら同じ地域で生活を営んだことがあり,面識のある特定の個人にたいし ｢階級

敵｣として一線を画すには相当の努力を要したはずだからである｡なお,ここ

に一部見たような工作隊内部のグループ別による ｢問題点｣については,これ

から一層の検討が望まれる｡

しかし,いずれにせよここで強調しておきたいのは,土地改革が順調に進行

しそのE]的が十分に達成されるかどうかには,前述の知識人幹部一人一人の

｢心の中に潜む感情との闘い｣が直接的に影響しており,そのために幹部の思

想改造というものが上部構造それ自体の問題として説かれる以上に,より実践

的な意味合いにおいて重視されていたのだという点なのである｡

牢すび

これまでの考案では,工作隊の組織化過程から,土地改革の現場となる農村

社会へ彼らが入って行き,農村の住民と接触する段階までを扱うに止まった｡

本来ならこの後に土地分配と土地所有権の確定や再検査の過程,さらに工作隊

が解散し幹部たちが通常の職場や学校に戻って行く段階までの検討が必要であ

ろうが,別の機会にゆずることとしたい｡最後に,冒頭で述べた視角にたちか

えって,ここまでの考案を再整理しておこう｡

建国初期の人民共和国政府と,土地改革の対象となった農村基層社会の ｢媒

介集団｣としての立場は,工作隊の組織と機能,土地改革工作の実際において,

どのような問題として反映されていただろうか,というのが小稿の着眼の焦点
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であった｡重要な規定条件として,当時の中国農村にあっては均質かつ大量の

情報伝達を可能にする新聞,ラジオなど近代的メディアを欠いており,外部世

界への統合度が低いままに留まっていた点が挙げられる｡しかも新解放区の農

村においては,農民の間での社会変革に向けての世論はまだ未成熟な状態にあっ

た｡そのような中にあって,工作隊幹部の基本的役割の一つは土地改革の諸政

策を口頭で農村の基層社会に伝達し,変革への機運を醸成することであったム

しかしながら,広大な農村地区を対象として一時に投入できる幹部の数は限ら

れたもので,また農村の現状について不案内かつ農村工作には未経験な新幹部

が大きな割合を占めていた｡そこにはまた知識人と農民,都市生活者と農村生

活者の階級的,文化的な落差の問題が横たわってもいた｡農民を運動に動点し,

より広い階級全体の利益に ｢同化｣するためには,この両者の落差を取り払う:

必要があった｡そのために工作隊が自らまず農民の目の高さにまで降りて行き,

農村社会に ｢浸透｣することが,溝を埋めるために彼らに課せられた役割となっ

た｡また,この文脈において幹部の ｢思想｣問題の解決が一つの鍵となっても

きた｡

他方で,上記のような幹部の質と量におけるマイナス条件を補完するために,

条件の整った地区から着手していく柔軟な方策,社会的な力量を最大限に活用

する重点試験土地改革など,また植物学のアナロジーが象徴するように,強制

的な指導に頼るよりもまず種を蒔き,自然に ｢根を下ろし｣｢根を張る｣方向

に進めていく洗練された変革への機運醸成法が広く採用された｡そもそも強制

的な方法の採用には大量の人員の投入が必要となるのは必至であり,工作隊は

既存の社会的情報伝達経路を利用したこのような方法に大々的に頼るはかはな

かったのである｡

しかしこれを総合的に見てみれば,工作隊の土地改革工作を取り巻くさまざ

まなマイナス条件は,社会的な力量に依拠した柔軟な方策を否応なく彼らに採

らせることによって,逆に運動の普遍的浸透のためのプラスの効果に転化させ

られていったといえるだろう｡だが,その土地改革の ｢普遍的浸透｣という新

国家の至上の課題の達成のために,工作隊-の参加者が払った犠牲は大きかっ

た｡彼らの思想,実践の双方にわたる苦悩は,何よりも混沌とした建国初期の

中国において政権と農村基層社会の媒介機能を十分に果たすことの難しさを端

的に示すもののように思われる｡



中国土地改革工作隊の基礎的考察 113

(1) VivienneShue,PeasantChinainTT･anSition:TheDynamicsof

DeuelopTnenttowardSocialisTn(Berkeley:UniversityofCalifor-

niapress,1980).
(2) 中国語の表現では "土地改革工作隊"または "工作組"と呼ぶ｡英訳は

"workteam"0
(3) 異なる時代背景と文脈においてだが,1964年から始まった農村の社会主

~義教育運動 (四清運動)などは,工作隊が役割を果たしたもう一つの代表的

な事例である｡Anita°han,RichardMadsen,andJonathanUnger,

ChenVillage/TheRecentHistoryofaPeasaTuCommunityin

Mao'sChina(Berkeley:UniversityofCaliforniaPress,1984)pp.
41-73.[小林弘二監訳 『チェン村一中国農村の文革と近代化』(筑摩書房,

1989年)50-87頁参照]

(4) 1950年期土地改革の基本政策を示した ｢中華人民共和国土地改革法｣お

よび ｢農民協会組織通則｣によれば,土地制度変革の合法的な執行機関は

各地の農民協会であるとされていた [中共中央文献研究室編 『建国以来重

要文献選編』(中央文献出版社,1992年,以下 『文献選編』 と略記)第一

巻,343頁,346頁]｡

(5) 天野元之助 『中国の土地改革』(アジア経済研究所,1962年)｡特に93-101

頁を参照｡

(6) Shue,op.citりpp.41-96.
(7) たとえば,新中国建国に先立っ清末から民国にかけての時期の,政権に

よる社会統合の試みと挫折の過程を概観した,PhilipA.Khun,"Local

Self-GovernmentUndertheRepublic:ProblemsofControl,

Autonomy,andMobilization"inFredericWakeman&Carolyn

GrantedsリConflictandContT･OlinLateITnPeT･ialChina(Ber-

keley:UniversityorCaliforniaPress,1975)は,小稿の議論の前提と

しても有益である｡

(8) 国内の全農業人口の約三分の一にあたる1億4500万の人口を擁する地区

は,1945-49年の国共内戦の過程で土地分配を済ませていた｡

(9) この点において,それは解放後共産党がほとんどゼロから始めなければ

ならなかった都市工作とは,基本的な出発点を異にするものであった

[RodericMacFarquhar&JohnK.Fairbank,TheCa'nbridge

mstoT･yOfChinaVoluTne14ThePeople'sRepublic,PaT･tIIThe

EmergenceofRevolutionaryChina1949-1965(CambridgeUniver-

SityPress,1987.)p.83.]｡
(10) 『毛沢東選集』 (北京 :外文出版社,1968年)第四巻,333頁を参照｡

(ll) ｢土地改革法｣における ｢郷またはそれに等しい行政村｣を単位とする

土地の分配方式は,中南区においては村を単位とし,郷を調整単位とする



114 一橋研究 第20巻第1号

方針に改められた｡また中南区では土地改革にともない,大規模な郷を分

割して小規模化することが行われた [小林弘二 ｢村の土地と解放後の農村

変革｣同編 『旧中国農村再考』(アジア経済研究所,1986年),205-206頁参

照]｡

(12) 以上,都子恢 ｢関於土地改革的幾個基本問題｣『南方日報』1951年 1月

8日参照｡その他,方方 (中国共産党広東省委且会副主席)｢関於広東土

地改革問題的報告｣『南方日報』1950年11月6日も,土地改革の手順とし

て,ほぼこれと同じ四段階の手続きを示している｡

(13) 土地改革の再検査工作については杜潤生 (中南軍政委員会土地改革委員

会副主任)｢深入発動群衆完成土地改革｣『長江日報』1951年12月9日を参

照｡

(14) ラジオ放送については,1950年4月に政務院新聞総署から ｢放送聴澱網

の建設についての決定｣が出され,放送網の整備が始まったばかりであっ

た [左漠野主編 『当代中国的広播電視』(中国社会科学出版社,1987年)

㊤,60-63頁参照]｡

(15) 侍雨田主編 『当代中国的江西』(北京 :当代中国出版社,1991年)下巻,

71頁｡

(16) ｢工人報紙応該向通俗化努力｣『新華月報』1951年第4巻第2期なども

参照｡

(17) ｢確定広法宣伝土地改革｣『長江日報』1950年10月16日,｢江西土改試点

中的幾個問題｣『長江日報』1950年10月30日,鴻友蘭 ｢参加土改的収穫｣

『学習』第2巻第2期 (1950年4月1日)など参照｡

(18) ｢囲繰土地改革,開展創作活動｣『新華月報』第3巻第 1期 (1950年)

など参照｡

(19) ｢中共中央閲於在各級人民政府内設土改委旦会和組織各級農協直接指導

土改｣中国社会科学院 ･中央梢案館編 『1949-1952中華人民共和国経済相

案資料選編農村経済体制巻』(北京 :社会科学文献出版社,1992年,以下

『梢案資料』と略記)189-191貢参照｡

(20) 中南軍政委員会土地改革委員会 ｢関於訓練士改工作隊的指示｣広州区高

等学校政治課総教学委員会編 『土地改革学習資料』(出版社は不明,出版

年は1950年と思われる)71貢｡

(21) 例えば ｢長沙花橋郷試験土改中発生厳重 『和平土改』偏向｣『長江日報』′
1950年12月25日｡

(22) ｢中南軍政委員金作出規定,吸収民主党派 ･民主人士参加土改｣『長江

日報』1950年11月10日参照｡民主人士の参加が彼らの教育の意味を含んで

いたことは,劉少奇報告での ｢土地改革中に,民主諸党派の幹部や都市の

教職員,及びその他の民主的分子が土地改革工作に参加を希望した場合に

は,彼らを吸収し参加させるべきであり,彼らの出身地での参加も避ける

必要はない｡逆にこのことにより,彼らと農民大衆の双方が有益な経験と



中国土地改革工作隊の基礎的考察 115

教育とを得ることができよう｣ という部分に見ることができる｡劉少奇

｢土地改革問題に関する報告｣『文献逮編｣】①,305頁｡

(23) ｢知識分子参加土地改革｣『学習』第4巻第12期 (1950年10月16日)0

(24) 李俊龍 ｢戦闘中的湖南農民｣『新華月報』第3巻第6期参照｡

(25) ｢江西土改試点中的幾個問題｣『長江日報』1950年10月30日参照｡

(26) Shue,op.cit.,pp.67169.李俊龍,前掲報告では93%が新幹部であった

とされる｡

(27) 李俊龍,前掲報告参照｡

(28) ｢中南土地改革委員会 :関於全区土地改革工作情況総合通報 (1952年 2

月4日)｣『樟案資料』225貢｡

(29) 方明 ｢知識分子的改造過程一介紹華大一二両部教育工作｣『新華月報』

第1巻第1期 (1949年11月15日)参照｡

(30) 前掲,鳩友蘭 ｢参加土故的収穫｣｡

(31) "貧苦知識分子"というのはこの場合,実際に生活が苦しいことを意味

せず ｢革命的な｣とはば同義の,一定の好ましさを示すための常套句と見

るべきであろう｡

(32) ｢河南陳留専区開弁士改訓練班｣『長江日報』1950年10月30日参照｡

(33) 野間清 ｢第三次国内革命戦争時期および1950年期の土地改革｣同編 『中

国農村革命の展開』(アジア経済研究所,1972年)187-188貢参牌｡

(34) 前掲 ｢中南軍政委員会土地改革委員会発布関於訓練士改工作隊的指示｣

71頁｡

(35) 前掲,劉少奇 ｢関於土地改革問題的報告｣『文献選編』①,288頁｡

(36) ｢杜潤生 :深入発動群衆完成土地改革 (1951年11月16日)｣『樺案資料』

224-225貢参腰｡

(37) 湖北省漠陽県志編纂委員会 『東陽県誌』(武漢出版社,1989年)102貢参

照｡もちろん,ここに挙げた-郷の規模は単なる参考に過ぎない｡同県で

は土地改革に際して自然村をいくつか合同した規模の "聯村"を形成した｡

土地改革終了後,そこで得られた単位を基盤として人口3500-5000人程度

の "郷"を設置したという｡参考までにいえば,このときに置かれた ｢郷｣

は現在の中国の行政単位の ｢郷｣に比べかなり規模の小さなものであった｡

(38) 前掲 ｢閲於訓練士改工作隊的指示｣『土地改革学習資料』71貢｡

(39) 中国語での表現は "中心村", "基本村", "典型村", "典型試験郷"

など様々な呼び方がみられるが,ここでは ｢重点試験郷｣と記すことにす

る｡英訳では "keypoint"となる (S血ue,op.°it.)0

(40) このシステムのユニークさについては,Ibid.,pp.69-72.が着目し,比較

的詳しい解説を行っている｡本稿でも氏の議論を主に参考とした｡

(41) ｢重点不可過多附点不可多鋪｣『長江日報』1952年 1月12日｡ただし,

実際は重点試験郷は好ましいとされた標準よりも多く設置される傾向にあっ

たようである｡同記事によれば,52年冬から53年春にかけて各省で指定さ



116 一橋研究 第20巻第 1号

れた重点試験郷の数とその割合は,以下のようであった｡

省 郷数 重点試験郷数 附点村数 全郷数に占める割合

江西 2593 494(19.1) 1192(46.0)
湖南 5233 2039
河南 9000 3000
湖北 6185 2296
また一つの区の中に1-2個の重点試験郷を設定 し,重点試験郷1個につ

き3個の附点を伴うとした例もある (陳正人 ｢如何分郷分村深人士改闘争｣

『江西日報』1951年 1月11ED｡

(42) ｢関於土地改革的重点試験工作｣前掲 『土地改革学習資料』183頁参照｡

(43)Shue,op.cit.,p.70.
(44)Ibid.,pp.69170.｢湖北土改運動中,由点向面展開中的幾個問題｣『長江

日報』1951年 2月20日参照｡

(45) 筆者が参照した限りでの湖北省内の 『県志』の断片的な記述からも, こ

の傾向はうかがわれる｡これらの県の中で重点試験郷に選ばれた遠安県花

林寺郷,漠陽県新農郷,武昌県唐塗郷,江陵県天河郷,大治県妻橋郷,天

門県徐馬郷,応山県三橋郷,三里塘郷などはいずれも県政府のおかれた都

市から数キロから十キロメートル内外に位置する行政村であった.

(46)Shue,op.cit.,pp.71-72.
(47)例えば広東省卑中専区鶴山県では,県総工会の手により電話工作訓練班

が開かれ,50数名の失業労働者がこれに参加して技術を身につけた後,全

県の電話工事に出発した｡｢鶴山展開土改工作｣『南方日報』1950年12月13
日参照｡

(48) 湖南省,湖北貧,江西省などでは,職員 ･労働者が土地改革を支援する

意味でこれらのことを行ったという (｢湘郡綾等地職工熱烈支援土地改革｣

『長江日報』1951年2月11日参照)｡

(49) Shue,op.°it.,p.72.
(50) 前掲 ｢関於土地改革的重点試験工作｣『土地改革学習資料』183貢参照｡

(51) これに関して,内戦期土地改革の舞台となった旧解放区 (1945年8月以

前に解放された地区)準旧解放区 (1947年 8月までに解放された地区)で

は,共産党の大衆工作,あるいは自発的な抗日武装組織の形成などにより

大衆運動の経験をもつ農村が多く,積極分子と呼ばれる層も比較的厚かっ

たといえるのにたいし,旧国民党支配地区を主とする新解放区においては

そのような ｢群衆基礎｣を形成するような歴史的経験を欠いており,大衆

運動に導くためには何らかの系統立った働きかけの手続きが必要となった

ことが予想される｡

(52)適時烈 ｢参加土改的経験与休会｣『学習』第2巻第9期 (1950年7月16日)0
(53) 例えば ｢龍川農民的血和涙｣『南方日報』1950年12月13日参照｡

(54)WilliamHinton,FANSHENADocuTnentaryOfReuolutionina



中国土地改革工作隊の基礎的考察 117

ChineseVulage(NewYork:MonthlyReview Press,1966)pp.54-

56.[加藤祐三 ･春名徹 ･加藤幹雄 ･吉川勇一訳 『翻身-ある中国農村の革

命の記録』Ⅰ (平凡社,1972年)67-68頁],また丁玲著,高畠穣訳 ｢太陽は

桑乾河を照らす｣高畠 ･松枝茂夫訳 『現代中国文学 5丁玲 ･沈従文』(河

出書房新社,1970年)など参照｡

(55) 前掲,趨時烈 ｢参加土攻的経験与休会｣参照｡

(56) ｢湖北孝感等九県開拡幹会議,討論放手発動群衆｣『長江日報』1950年

12月17日参贋｡

(57) ｢政法機関参加京郊土改人員学習総結｣李健民編 『土故的経験与心得』

(上海 :実用出版社1950年)4頁｡

(58) ｢我参加了京郊土改工作｣李健民,同上書,41-42頁参照｡

(59) ｢広西霊川流田屯婦女参加土改運動｣『南方日報』1951年1月26日｡

(60) 社会的動員 (socialmobilization)の過程は,社会の成員が①旧来の

環境,慣習,拘束から脱却し決別する段階と,②相対的に安定 した新 しも.､

集団,組織,関係性のパターンの中に導かれる段階を含んでいる 〔Karl

W.Deutsch,"SocialMobili2:ationandPoliticalDevelopment"in

TheAmeT･icanPoliticalScienceReview,Vol.LV,No.3(Septem-

ber,1961)p.494.〕0
(61) 前掲,鴻友蘭 ｢参加土故的収穫｣｡

(62) 秋山良腰 『中国土地改革体験記』(中公新書,1977年)58頁参照｡

(63) 陳荷夫 『土地与農民』(藩陽 :遼寧人民出版社,1988年)204頁参照｡

(64) 雨佳 ｢在土地改革中応当窓様去発動和組織群衆｣『学習』第 4巻第12期

(1951年10月16日)参照｡

(65) ｢政務院関於劃分農村階級成分的決定｣(1950年8月20日)『文献選編』

①,382-407頁参照｡

(66) 陳,前掲書,206頁参照;

(67) 秋山,前掲書,45頁｡

(68) 同上書,56頁｡

(69) 一般には一人の隊員が一人の農民にたいし ｢札根｣を行う (陳,前掲亀

203-204頁参照)0

(70) このときの対象には,最初に ｢札根｣された農民と元々親 しい関係にあ

り,彼/彼女にとって話のしやすい相手が選ばれることは容易に想像でき

る(同上書,204頁参膿)0

(71) 同上書,204-205頁参照｡

(72) 秋山 前掲書,56貢参照｡

(73) ｢発動農民訴苦不能脅迫命令｣『長江日報』1950年12月21日｡

(74) 秋山,前掲書,112頁参照｡

(75) ｢湖南常徳全美郷土改中,放手発動農民群衆反対不法地主破壊｣『長江

日報』1950年12月10日参照｡また湖南省郡陽県のある郷で採 られたのは,
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小さな会議から大きな会議へと積み重ねて行く方法だった｡最初に ｢孔根｣

した積極分子 5人を集めて小さな会議を開き,その中の一人の摩成喚をリー

ダーとして訴苦教育を行った後,それ以後どのように ｢串連｣を行 うか,

どのような人間を ｢串連｣すべきなのかなどについて討論した｡二日の後,

｢串連｣された人数が40人ほどになった時点で, もう一度積極分子の5人

が会議を開き大衆大会の計画を練った｡しかる後に ｢串連｣された40人ほ

どを集めて大会を開き,積極分子 らが率先 して ｢訴苦｣を行い,皆にも

｢訴苦｣を行わせた (｢人人両個典型郷看土改中必須充分発動農民的重要性｣

『長江日報』1951年 1月16日参照)0

(76) 胡慶鈎 ｢我初歩建立了階級観点｣『学習』第 2巻第 4期 (1950年 5月1

日)参照｡

(77) 陳,前掲書,208頁｡

(78) 換言すれば,経験的直感により認識される ｢階級敵｣,すなわち政務院

の定めた公式的階級分析 (前掲 ｢政務院閲於劃分農村階級成分的決定｣参

照)の基準に必ずしも依拠しない実感的レベルでの階級敵を,農民に密着

する方法で発見するものといってもよかろう｡そのような認識のレベルを

言説化 し,理論にまで高めつつあったのが毛沢東であったといえる｡経験

的次元の階級分析の代表的な例として ｢尋烏調査｣(1930年 5月)中共中央

文献研究室編 『毛沢東農村調査文集』(北京 :人民出版社.1982年)41-181

頁を参照｡

(79) 例えば ｢悪覇地主劉乗端是窓様剥削農民的｣(『長江日報』1950年12月

14日)中の劉乗端の描写からもこの点はうかがわれる｡

(80) ｢中央政策研究室 :中南,華東,西北等地区土地改革準備情況及典型試

験情況報告｣『梢案資料』217頁参照｡

(81) ｢長沙花橋郷試験土改中,発生厳重 『和平土改｣l偏向｣『長江日報』1950

年12月25日参照｡

(82) 例えば ｢不能把開会当成発動農民的唯一方法｣(『長江日報』1951年1

月8E])では,湖北省監利県の一部地区で,工作隊幹部が昼間は寝ており,

夜に農民を集めて会議を開くのみで,農民と接触することを好まなかった

事例が報告されている｡

(83) ｢湖南土改中不少知識分子新幹部立場不穏要語真糾正｣『長江日報』1950

年12月21日参照｡知識人新幹部の他の主な思想上の問題点は,工作隊への

参加の動機が不純である (｢仕事があればこんなことをする必要 もなかっ

たのに｣｢家でぼんやりしているよりは増しだ｣などという考え方),また

理屈は分かっていてもその通りに行動することができない (会議を開いて

農民の前で大演説をする,農民の生産活動に配慮しないなど)などであった｡

(84) ｢礼山県知識分子新幹部紛紛表示竪決倒向農民向地主階級開展闘争｣

『長江日報』1950年12月21日｡

(85) 上記の記事は中共礼山県委員会の担当者によるものであるが,思想改造
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の効果はここでは自明のこととして解釈されているように見える｡

<表1 工作隊幹部の投入数>
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省 専区 県 郷 工作隊人数 -郷あたり人数

湖北(1) 京山 2 22 ll

~湖南(3) 長沙 350 6900 8～9

湖南(4) 長沙 長沙 花橋 ll ll

湖南(5) .茶凌 495 -

湖南(6) 900 22500 20-30

江西(7) ll 184 1520 19ノー20

江西(8) 衰州 3 3-.5

江西(9) 吉安 6 100 16-17

江西(10) 寧都 44 22() 5

出所)(1)『長江日報』1950年10月30日,(2)湖北省武昌県志編纂委員会編

『武昌県志』(武漢大学出版社,1989年)191頁,(3)『長江 日報』1950年12月

25日,(4)『長江日報』1950年12月25日,(5)『長江日報』1950年12月21日,(6)

李俊龍 ｢戦闘中的湖南農民｣『新華月報』第3巻第6期,(7)『長江 日報』1950

年10月30日,(8)『江西目報』1950年12月18日,(9)『江西日報』1951年11月20

日,(10)『江西日報』1951年11月24日,(ll)『南方日報』1950年12月13日

注)数字に幅があるものは中間値を取った｡20-30-25

郷数の不明なデータは合計数に算入 しなかった｡




